
町
政
を
問
う

一般質問

３
月
議
会
で
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

町
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

能登半島地震で不足した
備蓄品を増やしては
発災時に真に何が求められているか情報収集し、
防災備品の購入を進めていく

宮嶋健太郎 議員今
年
の
１
月
１
日
に
起

こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
６
と

日
本
で
も
ま
れ
な
大
き
さ
の

地
震
で
あ
っ
た
。
地
震
に
よ

る
家
屋
の
倒
壊
が
相
次
ぎ
、

交
通
網
も
寸
断
さ
れ
、
死
者

が
２
０
０
人
を
超
え
る
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
。
そ
こ

で
当
町
に
お
い
て
以
下
の
点

を
問
う
。

⑴　

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま

え
て
、
当
町
で
見
直
し
た

点
は
。

⑵　

防
災
資
機
材
の
備
蓄
は

現
状
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ

る
か
。
今
回
の
地
震
で
不

足
し
た
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

の
備
蓄
を
増
や
し
て
は
。

⑶　

企
業
と
は
様
々
な
災
害

時
応
援
協
定
を
結
ん
で
い

る
が
、
他
自
治
体
と
協
定

を
結
ん
で
は
。

⑷　

下
宮
小
校
区
で
行
わ
れ

た
洪
水
対
応
の
防
災
訓
練

資
料
に
お
い
て
下
宮
小
校

区
で
は
洪
水
発
生
時
に
１

時
間
以
内
に
水
が
到
達

し
、
２
階
が
浸
水
す
る
こ

と
も
起
こ
り
得
る
と
な
っ

て
い
る
。
大
き
な
洪
水
の

恐
れ
の
あ
る
と
き
、
町
の

実
際
の
動
き
と
し
て
は
、

ど
う
対
応
す
る
か
。

Ａ 

町　

長

⑴　

１
つ
目
は
木
造
建
築
物

の
耐
震
補
強
工
事
の
補
助

金
を
町
費
で
上
乗
せ
し
、

更
な
る
住
ま
い
の
耐
震
化

を
推
進
す
る
。
２
つ
目
は

高
齢
者
世
帯
等
に
対
す
る

家
具
固
定
器
具
の
購
入
を

補
助
す
る
。
３
つ
目
は
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
補
助
に

よ
り
、
各
世
帯
へ
の
普
及

を
図
る
。

⑵　

町
で
は
防
災
資
機
材
を

各
指
定
避
難
所
や
防
災
倉

庫
で
備
蓄
し
て
お
り
、
数

量
や
更
新
時
期
な
ど
の
状

況
は
総
務
課
で
一
元
管
理

し
て
い
る
。
令
和
６
年
度

予
算
の
防
災
資
機
材
購
入

費
で
、
ト
イ
レ
を
含
め
、

発
災
時
に
真
に
何
が
求
め

ら
れ
て
い
る
か
情
報
収
集

し
、
防
災
備
品
の
購
入
を

進
め
て
い
く
。

⑶　

神
戸
町
で
は
、
ば
ら
制

定
都
市
会
議
（
ば
ら
サ

ミ
ッ
ト
）
に
加
盟
し
て
お

り
、
28
市
町
と
災
害
時
に

お
け
る
支
援
体
制
を
取
り

交
わ
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

町
消
防
団
と
静
岡
県
清
水

町
消
防
団
で
は
、
友
好
消

防
団
縁
組
書
を
交
わ
し
て

お
り
、
被
災
し
た
場
合
、

相
互
支
援
す
る
関
係
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
新
た
な
自
治
体
と
の
協

定
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

⑷　

気
象
庁
や
河
川
事
務
所

と
随
時
情
報
共
有
を
行

い
、
周
辺
の
状
況
が
悪
化

す
る
前
に
、
す
み
や
か
に

避
難
対
応
で
き
る
よ
う
情

報
提
供
に
努
め
て
い
く
。
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大場光晴 議員

放
課
後
や
休
校
日
に
幼
児
園
及
び
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

オ
ー
プ
ン
な
場
所
と
し
て
開
放
し
て
は
ど
う
か

小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
す
で
に
開
放
し
て
い
る

幼
児
園
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
開
放
を
行
う
考
え
は
な
い

昨
年
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が

設
立
さ
れ
、『
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
』

が
令
和
５
年
12
月
22
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
指
針

の
概
要
に
市
町
村
は
、
量
・

質
両
面
か
ら
、
こ
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
計
画
的
に
推

進
す
る
と
、
責
務
・
役
割
が

示
さ
れ
た
。

神
戸
町
に
お
い
て
は
、
ふ

れ
愛
公
園
・
日
吉
公
園
・
ば

ら
公
園
い
こ
い
の
広
場
・
ご

う
ど
ロ
ー
ズ
パ
ー
ク
等
が
有

る
も
の
の
、
量
・
質
と
も
に

ま
だ
ま
だ
少
な
く
多
様
な
体

験
活
動
や
外
遊
び
機
会
に
接

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
は
言

い
が
た
い
。

現
在
ご
う
ど
児
童
館
の
開

設
を
目
指
し
て
事
業
も
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
各
地
区

に
公
園
も
な
い
。
そ
こ
で
尋

ね
る
。

放
課
後
や
休
校
日
に
幼
児

園
及
び
小
・
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
オ
ー
プ
ン
な
場
所

と
し
て
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
町　

長

小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
す
で
に
開
放
し
て
お

り
、
今
後
も
続
け
て
い
く
方

針
で
あ
る
。

幼
児
園
に
お
い
て
は
、
休

園
日
に
は
園
庭
の
遊
具
の
使

用
指
導
や
設
備
管
理
を
行
う

職
員
が
不
在
で
あ
り
、
そ
の

後
の
園
で
の
保
育
・
教
育
を

安
全
に
提
供
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
る
た
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
開
放
を
行
う
考
え
は

な
い
。プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の

収
集
日
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
よ
り
、
資

源
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い

る
が
、
種
類
も
多
く
嵩
張
る

た
め
、
収
集
日
を
増
や
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
を
多
数
お

聞
き
し
て
い
る
。

火
曜
日
・
水
曜
日
と
連
続

す
る
資
源
ご
み
と
不
燃
ご
み

の
収
集
日
の
一
方
を
２
週
間

ず
ら
し
不
燃
ご
み
の
収
集
日

に
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
を
収
集
す
る
こ
と
で
、

月
２
回
収
集
で
き
な
い
か
。

Ａ　
町　

長

不
燃
ご
み
の
収
集
日
に
併

せ
て
収
集
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
新
た
な
ご
み
収
集
車
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
こ
と

や
、
住
民
へ
周
知
徹
底
や
当

番
の
方
々
に
も
、
ご
理
解
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

な
お
、
新
年
度
に
計
画
し

て
い
る
「
エ
コ
プ
ラ
ザ
ご
う

ど
」
の
移
転
・
改
築
に
伴
う

制
度
設
計
策
定
の
際
に
、
分

別
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
き
た
い
。

こ
の
他
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

等
の
全
国
大
会
出
場
者
の
激

励
金
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。
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災害支援型自動販売機を
避難所に計画的に配置してはどうか
自動販売機更新時に、設置業者と協議していきたい

⑴　

災
害
支
援
型
自
動
販
売

機
は
、
停
電
時
に
非
常
電

源
で
稼
働
し
、
最
大
５
０

０
本
の
飲
み
物
を
無
料
で

取
り
出
せ
、
電
気
供
給
源

と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

現
在
、
い
く
つ
設
置
し
て

い
る
か
。
今
後
、
計
画
的

に
設
置
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

⑵　
「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
」（
以
下
、マ
ニ
ュ
ア

ル
）
を
見
直
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

能
登
半
島
地
震
で
は
、

避
難
所
を
誰
が
開
錠
す
る

の
か
が
わ
か
ら
ず
、
混
乱

し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
開
錠
の
手
順

は
、
改
善
点
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。ま
た
、マ
ニ
ュ

ア
ル
で
は
、
ト
イ
レ
確
認

が
開
設
手
順
の
最
後
に

な
っ
て
い
る
が
、
開
設
当

初
に
書
き
換
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

⑶　

能
登
半
島
地
震
で
は
、

「
１
．
５
次
避
難
所
」と
い

う
避
難
所
が
設
置
さ
れ

た
。

　
　

今
後
、『
地
域
防
災
計

画
』
に
取
り
入
れ
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
。

⑷　
「
災
害
関
連
死
審
査
会

設
置
条
例
」
を
整
備
し
て

い
く
動
き
が
あ
る
が
、
本

町
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

Ａ　
町　

長

⑴　

神
戸
町
で
は
、
平
成
18

年
か
ら
中
央
公
民
館
に
災

害
支
援
型
自
動
販
売
機
を

1
台
設
置
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
町
民
体
育
館
南

に
は
、
民
間
業
者
が
設
置

し
た
災
害
支
援
型
自
動
販

売
機
が
1
台
あ
る
。

　
　

今
後
に
つ
い
て
は
、
自

動
販
売
機
更
新
時
に
設
置

業
者
と
協
議
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

⑵　

今
回
の
能
登
半
島
地
震

を
踏
ま
え
、
国
や
県
か
ら

「
防
災
計
画
」
や
「
避
難
所

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
の
改

定
が
示
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
る
。

　
　

そ
の
内
容
に
沿
う
よ
う

に
町
と
し
て
検
討
し
、
改

定
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
避
難

所
の

は
、
総
務
課
が
一

元
管
理
し
て
お
り
、
災
害

発
生
時
に
は
、
迅
速
に
避

難
所
を
開
設
し
、
ト
イ
レ

確
認
な
ど
速
や
か
に
行
う

よ
う
に
し
た
い
。

⑶　
「
１
．
５
次
避
難
所
」の

設
置
は
、
通
常
、
広
域
圏

で
の
対
応
と
な
る
た
め
、

今
後
示
さ
れ
る
国
・
県
の

指
針
に
基
づ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

⑷　

神
戸
町
で
は
令
和
元
年

６
月
「
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
を
受
け
て
、
同
年
９

月
に
「
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
」
を

一
部
改
正
し
、「
支
給
審
査

委
員
会
」
の
設
置
を
定
め

た
。

　
　

こ
の
「
支
給
審
査
委
員

会
」
で
審
査
・
認
定
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

小川榮一 議員
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住
民
の
命
と
財
産
を
守
り
抜
く
た
め
、
防
災
の
対
策
強
化
を

耐
震
診
断
の
啓
発
等
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
、

防
災
資
機
材
の
整
備
も
併
せ
て
行
っ
て
い
く

鈴木愛子 議員

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
と

し
た
町
の
「
防
災
計
画
」
の

抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
、

町
民
の
命
と
財
産
を
守
り
抜

く
た
め
に
、
次
の
諸
点
の
対

策
強
化
を
要
請
す
る
。

⑴　

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡

路
大
震
災
で
も
、
今
回
の

地
震
で
も
、
犠
牲
者
の

80
％
以
上
が
「
家
屋
の
倒

壊
」
に
よ
る
圧
死
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
　

新
年
度
予
算
で
耐
震
へ

の
補
助
拡
大
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
本
町
の
耐
震
状

況
と
今
後
の
目
標
に
つ
い

て
。

⑵　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
遮
断

も
深
刻
で
あ
り
、
今
後
の

重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
も
ト
イ
レ
の
打

開
策
は
焦
眉
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

ラ
ッ
プ
ポ
ン
の
導
入
の

考
え
は
。

⑶　

避
難
場
所
の
課
題
で

は
、
現
在
の
指
定
場
所
は

被
害
の
大
小
や
高
齢
化
に

対
応
し
得
る
か
。

Ａ　
町　

長

⑴　

本
町
の
住
宅
戸
数
は
６

３
０
０
戸
、
そ
の
内
新
し

い
耐
震
基
準
以
降
に
建
築

さ
れ
た
建
築
物
や
、
耐
震

基
準
を
満
た
す
よ
う
工
事

を
行
っ
た
も
の
な
ど
を
合

わ
せ
た
戸
数
が
、
約
４
４

５
０
戸
あ
る
こ
と
か
ら
、

耐
震
化
率
は
概
ね
７
割
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

ま
ず
は
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
、
家
屋
の
状
況
を

認
識
す
る
こ
と
が
、
耐
震

化
率
の
向
上
の
第
一
歩
と

考
え
る
。
診
断
の
結
果
、

耐
震
補
強
工
事
が
必
要
な

場
合
に
は
、
補
助
制
度
を

活
用
し
、
工
事
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地

震
被
害
の
軽
減
を
図
り
た

い
。

⑵　

現
在
、
町
と
し
て
は

ラ
ッ
プ
ポ
ン
ト
イ
レ
を
各

指
定
避
難
所
ご
と
に
１

台
、
合
計
７
台
備
え
て
い

る
。
新
年
度
予
算
の
防
災

資
機
材
購
入
の
中
で
、
用

途
を
見
極
め
つ
つ
購
入
し

て
い
き
た
い
。

⑶　

町
で
は
、
指
定
避
難
所

７
箇
所
と
福
祉
避
難
所
４

箇
所
、
補
完
的
な
避
難
所

と
し
て
３
箇
所
を
設
定
し

て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、「
分
散

避
難
」
と
い
う
こ
と
で
、

車
中
泊
や
被
害
が
な
か
っ

た
親
類
や
知
人
宅
、ま
た
、

宿
泊
施
設
に
避
難
す
る
な

ど
、
ご
自
身
に
適
し
た
安

全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

住
民
に
対
し
て
、
発
災

時
に
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
ど
こ
に
避
難
す
る
か

を
事
前
に
考
え
て
い
た
だ

く
「
災
害
・
避
難
カ
ー
ド
」

の
作
成
を
推
奨
し
、
防
災

意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

こ
の
他
、町
に
と
っ
て
、今

何
が
最
も
求
め
ら
れ
る
課
題

と
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

質
問
を
し
た
。

被災地の様子（輪島市内）
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６月定例会
のお知らせ

☆会期の日程
　６月   3 日（月）
　　開会、議案の説明
　６月 12日（水）
　　一般質問
　６月 13日（木）
　　議案の審議
☆場所
　役場３階　議場
☆時間
　午前９時 30 分から

表
紙
の
写
真
は
、
神
戸
山
王
ま
つ
り
で
日
𠮷
神
社
に
立
て
ら

れ
た
幟の
ぼ
りで

す
。

日
𠮷
神
社
の
祭
礼
で
は
、
境
内
だ
け
で
な
く
、
町
中
に
大
幟

が
立
て
ら
れ
ま
す
。

天
保
７
年
（
１
８
３
６
年
）、江
戸
時
代
後
期
の
日
本
三
筆
の

一
人
で
あ
る
「
市
河
米
庵
」
に
書
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
神
号

以
外
の
幟
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
は
神
号
の

み
の
幟
が
た
く
さ
ん
立
て
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。幟
下
書
は
、

菘す
う

翁お
う

貫ぬ
き

名な

海か
い

屋お
く

、
杉
山
三
郊
等
の
有
名
な
書
家
が
書
か
れ
て
お

り
、
町
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

写
真
の
三
郊
幟
下
書
は
、
昭
和
７
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
大

き
さ
は
幅
90
セ
ン
チ
、
長
さ
８
．
５
メ
ー
ト
ル
で
す
。

※
神
号
と
は
、
そ
の
神
の
性
質
や
格
式
を
示
す
呼
び
名
。

※
美
濃
神
戸
ふ
る
さ
と
百
話
第
三
集
「
日
𠮷
神
社
大
幟
事
始
」
よ
り

三郊幟下書

議会の動き（２月～４月）

２月 4月

３月

16 日（金）議会運営委員会
21 日（水）全員協議会、上水道特別委員会

  1 日（月）町功労者表彰式
10 日（木）議会運営委員会
　　　　　  広報編集特別委員会
22 日（月）第２回臨時会
　　　　　  全員協議会

  4 日（月）第１回定例会（初日）
  6 日（水）民生文教常任委員会
  7 日（木）総務建設常任委員
13 日（水）第１回定例会（一般質問）
14 日（木）第１回定例会（議案審議）
　　　　　  全員協議会、議会改革特別委員会
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